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研究成果の概要（和文）：本研究では朝食欠食者の持つ「朝食摂取に対するモチベーション」（朝食を食べる気
があり自信もある、朝食を食べる気があるが自信がない、朝食を食べる気がないが食べる自信がある、朝食を食
べる気も自信もない）に着目し、モチベーションごとの欠食者の特徴を明らかにすることを目的とした。
神奈川県の1大学の大学生男女に自記式質問紙調査を行い、最終的に2702名のデータを解析した。その結果、朝
食欠食者ではモチベーションに関わらず喫煙や夜食をする人が多く、その他、朝食の孤食、健康を維持するため
に必要だと思う朝食回数が少ない、食事バランスに関する知識が無い等、モチベーション別に朝食摂取の妨げと
なる要因が明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to clarify characteristics of breakfast skippers with four 
different attitudes toward eating breakfast: those with intention and self-efficacy in increasing 
breakfast frequency; with intention, without self-efficacy; without intention, with self-efficacy; 
and with neither intention nor self-efficacy. A self-administered questionnaire was conducted among 
Japanese university students in one university in Kanagawa prefecture. As a result, breakfast 
skipping students had two common unhealthy lifestyles (current smoking and having late-night
snacks), regardless of their intention and self-efficacy. In addition, several different 
characteristics, such as eating alone, reporting less frequent breakfast needed to maintain health 
and have less knowledge about a well-balanced diet, were seen in accordance with differences in 
intention and self-efficacy.

研究分野： 公衆栄養学

キーワード： 朝食欠食　若年成人　モチベーション

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、朝食の重要性に関する知識普及等の従来のアプローチに対し、より個人に合ったアプローチ法を提唱
するため、朝食欠食者の持つ朝食摂取のモチベーションに着目して、その特徴を明らかにした。本研究の結果、
朝食欠食者には喫煙や夜食という共通の関連要因が存在し、それらを是正すると共に、朝食摂取のモチベーショ
ン別に異なるアプローチが必要であることが示唆された。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
朝食は１日の最初のエネルギー及び栄養素の摂取に寄与する重要な食事であり、朝食欠食は

栄養バランスの偏り 1)、学業成績の低下や鬱などの精神的問題 2)、肥満 3)等と関連することが報
告されている。国民健康・栄養調査によると、朝食欠食者は男女共に若年成人である 20 歳代
で最も多く、近年、20 歳代男性の約 3 人に１人、20 歳代女性の約 4 人に 1 人が朝食を欠食し
ている。そのため、平成 12 年に策定された健康日本 21 ではこの年代における朝食欠食者の減
少が目標として掲げられていた。しかし、その最終評価では朝食欠食者の割合に改善は見られ
ていない 4)。若年成人は親から自立し、生活にも変化を招きやすい時期にあると同時に、この
時期に身につけた習慣はその後継続されることも多いことから、若年成人の学力向上及び生活
習慣病発症予防のため、若年成人の朝食欠食の原因を探り、若年成人に特化した朝食欠食者減
少のための具体的アプローチ法を提示していくことは喫緊の課題であると考えられる。 
現在保健指導の現場では、行動変容ステージに代表される、「個人のモチベーションに合わせ

た」アプローチが主流となっている。朝食欠食に関しては、従来から「朝食を食べましょう」
といったメッセージの伝達や朝食の重要性等に関する知識普及が行われてきた。しかし、朝食
欠食者の中でも、朝食欠食を改善する気が全く無い人、朝食欠食を改善したいと考えているが
その自信が無い人、朝食欠食を改善したいと考えておりその自信がある人等、朝食摂取に対す
るモチベーションが異なる人が存在すると考えられる。従って、各モチベーションの人がどの
様な生活習慣、知識、意識、環境的特徴を持つのか、それを明らかにすることで、より朝食欠
食者の状況に合った効果的なアプローチ法を提唱できると考えられる。 
 
２．研究の目的 
本研究では大学生を対象に自記式質問紙調査を実施し、1) 朝食欠食者における朝食摂取に対

するモチベーションの状況（各モチベーションの人がどの程度存在するのか）、2) モチベーシ
ョン別の特徴について明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1) 研究対象者 
2016 年に、神奈川県にある 1 大学で自記式の質問紙調査を実施した。調査票は全学部 2－4

年次の大学生男女 3254 名に配布した。そのうち 2816 名の大学生が調査票に回答した（回収率
86.5％）。対象学生には研究の目的、調査への参加の自由、個人情報の保護等について記載した
用紙を手渡し、調査への同意が得られた者から調査票を回収した。本研究は、神奈川工科大学
の研究倫理審査委員会の承認を得て実施した（＃20160413-001）。 
 
(2) 調査項目 
(2)－1 朝食摂取頻度、朝食摂取に関するモチベーション 
 調査票の中で、週当たりの朝食摂取頻度について尋ねた。本研究では朝食を、「午前 10 時半
までに摂取する 1日の最初の食事であり、エネルギーのある食品又は飲料」と定義した。朝食
摂取頻度が週 6日以下の学生には、さらに「あなたは今後、朝食の摂取頻度を今より増やした
いと思いますか。」「朝食の摂取頻度を増やす自信はありますか。」と尋ね、「思う」「ある」（頑
張ればできる）または「思わない」「ない」で回答してもらった。 
 
(2)－2 生活習慣 
 生活習慣については、1)喫煙習慣、2)夜食の摂取、3)家族や友人との朝食の共食、4)1 週間
の運動日数、5)1 週間の飲酒頻度、6)サークル活動の有無、7)アルバイト実施の有無、8)自分
で料理することがよくあるか、9) 睡眠で休養が充分とれているかについて尋ねた。 
 
(2)－3 知識、意識、環境的要因 
1)食事のバランスに関する知識の有無、2)自分自身の健康を維持する上で必要だと思う朝食

摂取頻度、3)現在、自分の理想の体重に近づけよう、あるいは理想の体重を維持しようと心が
けているか、4)自分の体格についてどのように感じているか、5)現在、経済的に厳しい状態で
あるか、6)朝食を購入できる場所が身近にあるかについて、調査票にて尋ねた。 
 
(2)－4 基本的属性 
 学部、学年、性別、居住形態（一人暮らし、家族等と同居）について調査票にて尋ねた。 
 
(2)－5 統計解析 
 調査票に回答した2816名のうち、解析項目に欠損が無い2702名のデータを解析対象とした。
朝食欠食者は、第 3次食育推進基本計画における定義をもとに、朝食摂取頻度が週 3日以下の
者と定義した。朝食欠食者は朝食摂取頻度増加に対するモチベーション（やる気と自信の有無）
によって以下の 4群に分類した（やる気あり・自信あり、やる気あり・自信なし、やる気なし・
自信あり、やる気なし・自信なし）。朝食摂取頻度増加に対するモチベーション別に特徴を検討
するため、まず初めに 5群（朝食摂取者及び朝食欠食者 4群）間で属性、生活習慣、知識、意
識、環境的要因に違いが見られるかχ2検定を行った。次に、これら要因において有意な関連が



見られた項目を独立変数、5 群を従属変数とする多項ロジスティック回帰分析を実施した（朝
食摂取者は参照カテゴリとした）。モデルは学年、性別、居住形態で調整を行い、調整済みのオ
ッズ比及び 95％信頼区間を計算した。全ての解析は、SPSS for Windows, version 24.0 (SPSS 
Inc., Tokyo, Japan)を用いて行った。統計学的な有意差については両側検定を行い、P値が 0.05
未満の場合を有意とした。 
 
４．研究成果 
(1) 対象者の属性 
 対象者の属性を表１に示す。各学部の人数及び割合は、応用
バイオ科学部 496 名（18.4％）、看護学部 59 名（2.2％）、工学
部 760 名（28.1％）、情報学部 914（33.8％）、創造工学部 473
名（17.5％）であった。2年、3年、4年次の学生はそれぞれ 925
名（34.2％）、841 名（31.1％）、936 名（34.6％）であった。2702
名の学生のうち、2243 名（83.0％）が男子学生、459 名（17.0％）
が女子学生であった。1797 名（66.5％）の学生が朝食摂取者で
あり、残りの 905 名が朝食欠食者に分類された。朝食欠食者の
うち、やる気あり・自信ありは 262 名（9.7％）、やる気あり・
自信なしは 244 名（9.0％）、やる気なし・自信ありは 103 名
（3.8％）、やる気なし・自信なしは 296 名（11.1％）であった。 
 
(2) モチベーション別の属性、生活習慣、知識、意識、環境的
要因の比較 
 モチベーション別の属性、生活習慣、知識、意識、環境的要
因の比較の結果を表 2 に示した。モチベーション間で有意差が
見られた項目は、属性（学部、学年、性別、居住形態）、生活習慣（喫煙習慣、夜食摂取、家族
や友人との共食、1週間の運動日数、1週間の飲酒頻度、サークル活動の有無）、知識・態度（食
事のバランスに関する知識、健康を維持する上で必要だと思う朝食摂取頻度、理想の体重に近
づけよう、あるいは理想の体重を維持しようと心がけているか）、環境的要因（経済的に厳しい、
朝食を購入できる場所が身近にあるか）の項目である。 
上記項目を独立変数とし、多項ロジスティック回帰分析（学年、性別、居住形態で調整）を

行った結果を表 3に示した。朝食摂取者と比較し、朝食欠食者では、どのモチベーションにお
いても現在喫煙者、夜食摂取頻度が週 2日以上の人のオッズ比が有意に高かった。 
その一方で、モチベーション別に異なる特徴も認められた。朝食摂取者と比較して、やる気

あり・自信なし、やる気なし・自信あり、やる気なし・自信なしの群では共食無しのオッズ比
が高かった（オッズ比及び 95％信頼区間;それぞれ 3.29 (2.08–5.20)、1.74 (1.01–3.01)、2.68 
(1.80–4.00)）。やる気がある群（つまり、やる気あり・自信あり、やる気あり・自信なし）で
は、1週間の運動日数が 0－1日のオッズ比が有意に高かった（それぞれ 1.68 (1.00–2.82)、1.91 
(1.07–3.41)）。自信がない群（つまり、やる気あり・自信なし、やる気なし・自信なし）では、
食事のバランスに関する知識が無い人のオッズ比が有意に高かった（1.83 (1.33–2.53)、1.42 
(1.05–1.91) 。やる気がない群（つまり、やる気なし・自信あり、やる気なし・自信なし）で
は、自分自身の健康を維持する上で必要だと思う朝食摂取頻度が週 6日以下と回答した人のオ
ッズ比が有意に高かった（4.05 (2.66–6.16)、6.41 (4.86–8.47)）。加えて、朝食摂取者と比較
し、やる気あり・自信なし群の人では、サークル活動に参加している人[1.54 (1.15–2.08) ]、
経済的に厳しい状態にある人[1.43 (1.08–1.91)]のオッズ比が高かった。やる気なし・自信な
し群の人では、サークル活動に参加している人のオッズ比が低く[0.73 (0.54–0.98)]、現在、
自分の体重に近づけよう、あるいは理想の体重を維持しようと心がけていない人のオッズ比が
高かった[1.54 (1.15–2.07)]。 
 
(3) 考察 
本研究では、大学生の朝食欠食者における朝食摂取に対するモチベーション別の特徴を明ら

かにすることを目的とした。本研究の結果から、朝食欠食者は共通して現在喫煙および夜食の
摂取頻度が多いことが明らかとなった。現在喫煙と朝食欠食との関連は多くの先行研究にて報
告されている 5-9)。一方、夜食摂取と朝食欠食との関連についての先行研究は少ない。日本人成
人を対象とした先行研究によると 10)、朝食欠食者は朝食摂取者と比較して夜食を食べる人が多
いことが報告されている。さらに、9－13 歳の生徒を対象とした研究では、夕食でのエネルギ
ー摂取量が多いことや、夜の間食が朝食欠食のリスクの増加及び朝食におけるエネルギー摂取
量が少ないことと関連することを報告している 11)。朝に食欲がない大学生には朝食欠食者が多
いという報告もある 12)。以上のことを考慮すると、夜食の摂取はおそらく朝の低食欲を介して
朝食欠食につながると考えられる。 

表1  対象者の属性

【学部】

応用バイオ科学部 496 ( 18.4% )

看護学部 59 ( 2.2% )

工学部 760 ( 28.1% )

情報学部 914 ( 33.8% )

創造工学部 473 ( 17.5% )

【学年】

2年 925 ( 34.2% )

3年 841 ( 31.1% )

4年 936 ( 34.6% )

【性別】

男性 2243 ( 83.0% )

女性 459 ( 17.0% )

【朝食カテゴリー】

朝食摂取者 1797 ( 66.5% )

やる気あり・自信あり 262 ( 9.7% )

やる気あり・自信なし 244 ( 9.0% )

やる気なし・自信あり 103 ( 3.8% )

やる気なし・自信なし 296 ( 11.0% )



 本研究では、朝食欠食者における共通の要因に加え、朝食摂取に対するモチベーションによ
って異なる特徴が見られた。これら特徴である身体活動量の少なさ 6-9)、栄養に関する知識不足
6)、体重コントロールをしないこと 6,8)は朝食欠食と関連することが報告されている。しかし、
先行研究はあくまでも朝食欠食者と朝食摂取者の比較であり、朝食欠食者が持つモチベーショ
ンに着目した研究ではない。本研究の結果からは、朝食摂取を増やす気がある人では運動日数
を増やす必要が、朝食摂取を増やす自信が無い人では食事バランスに関する知識を増やす必要
があることが示唆された。さらに、朝食摂取を増やす気が無い人では、健康を維持するために
必要な朝食摂取頻度が毎日でなくて良いと考える人が多く、朝食摂取が健康に与える影響に関
する認識不足が示唆された。朝食摂取のメリットの認識と朝食欠食との関連は先行研究でも報
告されている 13)。したがって、朝食摂取を増やす気が無い人には朝食摂取のメリットを強調し、
自身の健康に対する意識を高めることが重要であろう。 
 朝食摂取を増やす気がある・自信なし、やる気なし・自信あり、やる気なし・自信なしの群
では朝食の共食が無いことが特徴として挙げられた。ソーシャルサポートが朝食摂取において
重要な要因であることは、小学生を対象とした研究にて報告されている 14)。よって、朝食摂取

表2　 5群間における属性、生活習慣、態度・知識要因、環境要因の比較

【学部】 応用バイオ科学部 381 ( 21.2% ) 42 ( 16.0% ) 35 ( 14.3% ) 12 ( 11.7% ) 26 ( 8.8% ) <0.001

看護学部 43 ( 2.4% ) 7 ( 2.7% ) 3 ( 1.2% ) 1 ( 1.0% ) 5 ( 1.7% )

工学部 497 ( 27.7% ) 76 ( 29.0% ) 58 ( 23.8% ) 34 ( 33.0% ) 95 ( 32.1% )

情報学部 559 ( 31.1% ) 90 ( 34.4% ) 101 ( 41.4% ) 42 ( 40.8% ) 122 ( 41.2% )

創造工学部 317 ( 17.6% ) 47 ( 17.9% ) 47 ( 19.3% ) 14 ( 13.6% ) 48 ( 16.2% )

【学年】 2年 687 ( 38.2% ) 75 ( 28.6% ) 58 ( 23.8% ) 20 ( 19.4% ) 85 ( 28.7% ) <0.001

3年 562 ( 31.3% ) 79 ( 30.2% ) 80 ( 32.8% ) 34 ( 33.0% ) 86 ( 29.1% )

4年 548 ( 30.5% ) 108 ( 41.2% ) 106 ( 43.4% ) 49 ( 47.6% ) 125 ( 42.2% )

【性別】 男性 1452 ( 80.8% ) 229 ( 87.4% ) 210 ( 86.1% ) 93 ( 90.3% ) 259 ( 87.5% ) 0.001

女性 345 ( 19.2% ) 33 ( 12.6% ) 34 ( 13.9% ) 10 ( 9.7% ) 37 ( 12.5% )

【居住形態】 家族等と同居 1282 ( 71.3% ) 119 ( 45.4% ) 95 ( 38.9% ) 54 ( 52.4% ) 142 ( 48.0% ) <0.001

一人暮らし 515 ( 28.7% ) 143 ( 54.6% ) 149 ( 61.1% ) 49 ( 47.6% ) 154 ( 52.0% )

【生活習慣】 喫煙習慣

非喫煙/過去喫煙 1667 ( 92.8% ) 215 ( 82.1% ) 198 ( 81.1% ) 86 ( 83.5% ) 235 ( 79.4% ) <0.001

現在喫煙 130 ( 7.2% ) 47 ( 17.9% ) 46 ( 18.9% ) 17 ( 16.5% ) 61 ( 20.6% )

ほとんど食べない 1023 ( 56.9% ) 108 ( 41.2% ) 91 ( 37.3% ) 46 ( 44.7% ) 135 ( 45.6% ) <0.001

≥2 774 ( 43.1% ) 154 ( 58.8% ) 153 ( 62.7% ) 57 ( 55.3% ) 161 ( 54.4% )

はい 673 ( 37.5% ) 60 ( 22.9% ) 25 ( 10.2% ) 20 ( 19.4% ) 36 ( 12.2% ) <0.001

いいえ 1124 ( 62.5% ) 202 ( 77.1% ) 219 ( 89.8% ) 83 ( 80.6% ) 260 ( 87.8% )

5–7 189 ( 10.5% ) 20 ( 7.6% ) 16 ( 6.6% ) 8 ( 7.8% ) 17 ( 5.7% ) 0.041

2–4 420 ( 23.4% ) 54 ( 20.6% ) 51 ( 20.9% ) 23 ( 22.3% ) 59 ( 19.9% )

0–1 1188 ( 66.1% ) 188 ( 71.8% ) 177 ( 72.5% ) 72 ( 69.9% ) 220 ( 74.3% )

< 1 1441 ( 80.2% ) 190 ( 72.5% ) 175 ( 71.7% ) 82 ( 79.6% ) 218 ( 73.6% ) 0.001

≥ 1 356 ( 19.8% ) 72 ( 27.5% ) 69 ( 28.3% ) 21 ( 20.4% ) 78 ( 26.4% )

なし 1056 ( 58.8% ) 147 ( 56.1% ) 120 ( 49.2% ) 65 ( 63.1% ) 197 ( 66.6% ) 0.001

あり 741 ( 41.2% ) 115 ( 43.9% ) 124 ( 50.8% ) 38 ( 36.9% ) 99 ( 33.4% )

【知識・意識要因】
あり 741 ( 41.2% ) 103 ( 39.3% ) 63 ( 25.8% ) 35 ( 34.0% ) 87 ( 29.4% ) <0.001

なし 1056 ( 58.8% ) 159 ( 60.7% ) 181 ( 74.2% ) 68 ( 66.0% ) 209 ( 70.6% )

7 1516 ( 84.4% ) 211 ( 80.5% ) 195 ( 79.9% ) 57 ( 55.3% ) 127 ( 42.9% ) <0.001

≤ 6 281 ( 15.6% ) 51 ( 19.5% ) 49 ( 20.1% ) 46 ( 44.7% ) 169 ( 57.1% )

はい 898 ( 50.0% ) 124 ( 47.3% ) 105 ( 43.0% ) 43 ( 41.7% ) 102 ( 34.5% ) <0.001

いいえ 899 ( 50.0% ) 138 ( 52.7% ) 139 ( 57.0% ) 60 ( 58.3% ) 194 ( 65.5% )

【環境要因】 経済的に厳しい

いいえ 1130 ( 62.9% ) 146 ( 55.7% ) 119 ( 48.8% ) 65 ( 63.1% ) 167 ( 56.4% ) <0.001

はい 667 ( 37.1% ) 116 ( 44.3% ) 125 ( 51.2% ) 38 ( 36.9% ) 129 ( 43.6% )

はい 1541 ( 85.8% ) 236 ( 90.1% ) 222 ( 91.0% ) 94 ( 91.3% ) 244 ( 82.4% ) 0.007

いいえ 256 ( 14.2% ) 26 ( 9.9% ) 22 ( 9.0% ) 9 ( 8.7% ) 52 ( 17.6% )
aχ2検定を実施した.  表中には有意であった項目のみを示した.

理想の体重に近づけよう、維持しようと心がけている

朝食を購入できる場所が身近にある

サークル活動の有無

食事バランスに関する知識

健康を維持するための朝食頻度  (日/週)

飲酒頻度 (日/週)

朝食摂取者
(n = 1797)

やる気あり・
自信あり
 (n = 262)

やる気あり・
自信なし
 (n = 244)

やる気なし・
自信あり
 (n = 103)

やる気なし・
自信なし
 (n = 296)

P値a

夜食摂取 (日/週)

普段、朝食を家族や友人と共に食べる

運動日数(日/週)

朝食欠食者



は家族や友人と一緒に食べる機会を作ることで促進される可能性がある。また、朝食摂取を増
やす気がある・自信なしの群では、経済的に厳しいことが朝食摂取を妨げる要因であることが
明らかとなった。大学生を対象とした研究では、月当たりの出費が多い人では朝食欠食者が多
いとの報告がある 12)。さらに平成 22 年の国民健康・栄養調査では、世帯所得が 200 万円未満
の世帯員では所得が 600 万円以上の世帯員と比較して習慣的な朝食欠食者の割合が多いことが
報告されている 15)。よって、１つの可能性として、経済的に厳しい大学生はお金の節約のため
に朝食欠食をしていることが考えられる。 
 本研究にはいくつか限界点がある。1 つ目は、本研究が横断研究であり、因果関係まで言え
ないこと、2 つ目として、本研究は 1 大学で実施されたため、他大学の大学生でも同様の結果
が得られるかは不明である。3 つ目として、バランスの良い食事についてどの様な食事か定義
しなかったため、大学生の考え方によって回答に影響を与えた可能性がある。しかし、本研究
では比較的多くの大学生を対象とし、幅広い要因について検討を行った。また、朝食摂取のモ
チベーション別に検討した点に新規性がある。朝食欠食者に対するよりテーラーメイドなアド
バイス確立のため、今後は性別や居住形態別の違いに関する検討が必要である。 
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